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（ １ ） 学生の確保の見通し 及び申請者と し ての取組状況 

① 学生の確保の見通し  

ア 定員充足の見込みと その根拠と なる 客観的なデータ の概要 

本学大学院は、 表 1 のと おり 、 令和 4（ 2022） 年度から 経済経営研究科経済学専攻修士

課程、 経営政策専攻博士前期課程及び経営政策専攻博士後期課程並びに外国語学研究科英

語学専攻修士課程及び国際文化協力専攻修士課程の入学定員・ 収容定員を変更する 。なお、

専攻間で入学定員・ 収容定員の振替を行わない。  

 

表１  本学大学院入学定員・ 収容定員の変更概要             （ 単位： 人）  

研究科 専攻 
現行 変更後 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

経済経営研究科 

経済学専攻修士課程 7 14 2 4 

経営政策専攻博士前期課程 20 40 10 20 

経営政策専攻博士後期課程 5 15 2 6 

外国語学研究科 
英語学専攻修士課程 7 14 2 4 

国際文化協力専攻修士課程 5 10 2 4 

合  計 44 93 18 38 

 

各専攻の入学志願状況及び入学者数 

 両研究科の各専攻の入学志願状況は、 表 2 に記載のと おり 0 倍から 1.60 倍の範囲で推移

し ており 、 良好ではないが年度ごと に大き な変動はない。 ま た、 各専攻の入学定員超過率

は、 表 3 に記載のと おり 、 直近 5 年間のほと んどで 1.0 倍を下回っている が、 毎年一定数

の学生を確保し ている 。  

両研究科の各専攻での過年度の入学志願状況及び入学者数を考慮すれば、 変更後の入学

定員・ 収容定員を充足でき る 見通し である 。  
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表２  各専攻の志願状況 

年度 

区分 

平成 28 

(2016) 

平成 29 

(2017) 

平成 30 

(2018) 

平成 31 

(2019) 

令和 2 

(2020) 

経済学専攻 

修士課程 

志願者数（ 人） 7 6 9 7 11 

入学定員（ 人） 7 7 7 7 7 

志願倍率 1.00 0.86 1.29 1.00 1.57 

経営政策専攻 

博士前期課程 

志願者数（ 人） 26 11 15 17 26 

入学定員（ 人） 20 20 20 20 20 

志願倍率 1.30 0.55 0.75 0.85 1.30 

経営政策専攻 

博士後期課程 

志願者数（ 人） 0 4 0 2 1 

入学定員（ 人） 5 5 5 5 5 

志願倍率 0.00 0.80 0.00 0.40 0.20 

英語学専攻 

修士課程 

志願者数（ 人） 1 1 3 1 1 

入学定員（ 人） 7 7 7 7 7 

志願倍率 0.14 0.14 0.43 0.14 0.14 

国際文化協力専攻 

修士課程 

志願者数（ 人） 3 0 5 5 8 

入学定員（ 人） 5 5 5 5 5 

志願倍率 0.60 0.00 1.00 1.00 1.60 

 

表３  各専攻の入学者数 

年度 

区分 

平成 28 

（ 2016）  

平成 29 

（ 2017）  

平成 30 

（ 2018）  

平成 31 

（ 2019）  

令和 2 

（ 2020）  

経済学専攻 

修士課程 

入学者数 6 3 6 6 8 

超過率 85.7%  42.9%  85.7%  85.7%  114.3%  

経営政策専攻 

博士前期課程 

入学者数 21 9 14 15 21 

超過率 105.0%  45.0%  70.0%  75.0%  105.0%  

経営政策専攻 

博士後期課程 

入学者数 0 3 0 2 1 

超過率 0.0%  60.0%  0.0%  40.0%  20.0%  

英語学専攻 

修士課程 

入学者数 1 1 2 1 1 

超過率 14.3%  14.3%  28.6%  14.3%  14.3%  

国際文化協力専攻 

修士課程 

入学者数 2 0 3 5 6 

超過率 40.0%  0.0%  60.0%  100.0%  120.0%  

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

 本学大学院の入試・ 広報については、 大学院事務室が所管し 、 両研究科と 連携を図る 体

制と なっている 。 平成 26（ 2014） 年度から 開始し た中長期計画において、 6 つのビジョ ン

の 1 つに「 入試・ 広報」 を掲げ、大学院広報の充実・ 強化が図ら れた。ま た、平成 30（ 2018）

年度から は、 中長期計画の行動プラ ンを再構築し た「 中期アク ショ ンプラ ン」 を策定し 、 3
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年間で取り 組むべき 計画を抽出し た上で確実に実行し ていく こ と と し た。 その主な取組と

し て、 ①社会人や留学生をタ ーゲッ ト と し た、 新聞広告・ W eb 広告の実施や大学ホームペ

ージに大学院紹介動画の掲出、②企業等へ大学院のパンフレッ ト の送付、③各種セミ ナー、

研究会の実施、 ④留学生の取り 込みを図る ため、 本学留学生別科と 連携し た「 本学留学生

別科特別推薦入学試験」 の新設など を行った。 そし て、 こ れら の取組は、 定員の充足に向

けて今後も 継続し ていく 予定である 。  

 

（ 2） 人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する 目的その他の教育研究上の目的（ 概要）  

 本学の建学の精神は、 キリ ス ト 教主義に基づく 「 敬神愛人」 であり 、 謙虚に学び、 他者

を理解・ 尊重し て、 人類の平和と 福祉を希求する 精神を表し ている 。 そし て、 本学大学院

は、 建学の精神に基づき 、 教育研究上の目的を以下のと おり 定めている 。  

本大学院は学校教育法及び教育基本法の規定する と こ ろに従い、 学部の教育の基礎の上

に、 高度にし て専門的な学術の理論及び応用を教授研究し 、 キリ ス ト 教主義に基づいて人

格を陶冶する こ と を目的と する 。  

 経済経営研究科及び外国語学研究科の各専攻は、 建学の精神及び上記の目的に基づき 、

それぞれの専門領域の特質を踏ま え、 専攻ごと に教育研究上の目的を定めている 。  

経済経営研究科経済学専攻 

経済学専攻は、 経済学の理論と 応用に精通し 、 研究能力や政策の立案・ 遂行能力を有す

る 人材、 よ り 高度な実務能力を発揮する 人材、 社会・ 経済の幅広い教養を備え地域社会を

リ ード する 人材の育成を目的と する 。  

 

経済経営研究科経営政策専攻 

経営政策専攻は、 経営学の理論及び応用を教授研究し 、 組織の経営・ 管理に関する 高度

の研究能力と 実務処理能力を有する 専門的職業人を養成する こ と を目的と する 。 特に、 博

士後期課程にあっては、 経営政策の総合的対応ができ る 高度の専門知識と 実践能力をも っ

た自立的研究者や高度専門職業人を養成する こ と を重点と する 。  

 

外国語学研究科英語学専攻 

英語学専攻は、 英語の運用能力を向上さ せ、 その背景にある 広範な領域に関する 知識を

教授する こ と によ り 、 英語を主と する 研究に関し て高度な専門知識をも った人材の育成を

目的と する 。  

 

外国語学研究科国際文化協力専攻 

国際文化協力専攻は、 国際社会のグロ ーバル化、 国際間の協力と それら に付随し て発生

する 異文化間の諸問題と ロ ーカルな問題に対応すべき 高い識見と 理解力をも って、 日本国
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内・ 国外の国際的な文化活動や協力活動に従事でき る 人材を育成する こ と を目的と する 。  

 

② 上記①が社会的、 地域的な人材需要の動向等を踏ま えたも のである こ と の客観的な

根拠 

 本学大学院の学生のほと んどは社会人学生又は留学生であり 、 社会人学生については修

了後、 引き 続き 所属する 企業等に勤務する 。 ま た、 ほぼ全ての留学生は、 キャ リ アセンタ

ーなどの事務局を介さ ず自身で進路を決定し ている 。 こ のため本学は、 大学院生の進路実

績に関する 詳細かつ客観的なデータ を保有し ていない。 し かし ながら 、 文系研究科を有す

る 多数の私立大学院が愛知県内で競合する 中、 本学大学院が毎年社会人学生や留学生を受

け入れている こ と は、 本学大学院の教育・ 研究が社会から 一定の評価を受けている と 判断

する こ と ができ る 。  

 

-4-


